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市議会

看護専門学校
の学生

と

看護師を目指し
看護専門学校に通い

日々実習などに取り組む
皆さんに

お話を伺いました。

　
島
田
市
立
看
護
専
門
学
校
は
、
看
護
師
の
安

定
的
な
確
保
の
た
め
平
成
元
年
に
開
校
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
、
８
０
０
人
以
上

と
な
り
市
立
島
田
市
民
病
院
を
は
じ
め
県
内
外

の
医
療
機
関
に
就
職
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
１
２
２
人
が
在
学
し
、
そ
の
う
ち
11
人
が

男
子
学
生
で
す
。

　
今
回
、
看
護
学
校
の
３
年
生
２
人
・
２
年
生

４
人
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

《
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。》

・
患
者
さ
ん
に
一
番
近
い
立
場
で
、
温
か
い
声
掛

け
を
し
て
く
れ
た
看
護
師
さ
ん
に
出
会
っ
た
か

ら
で
す
。

・
介
護
士
も
考
え
ま
し
た
が
、
介
護
士
よ
り
幅
広

い
医
療
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
い
る
看
護
師
を

志
し
ま
し
た
。

《
島
田
市
立
看
護
学
校
を
選
ん
だ
理
由
は
何

で
す
か
。》

・
島
田
市
出
身
で
島
田
に
残
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
。

・
男
子
学
生
が
多
か
っ
た
の
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

・
病
院
に
近
い
学
校
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

《
学
校
生
活
い
か
が
で
す
か
。》

・
実
習
が
隣
の
市
民
病
院
で
で
き
な
い
科
が
あ
る

特 集人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
く
て

専
門
の
知
識
を
持
つ
看
護
師
に
な
り
た
い
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の
で
、
実
習
先
の
病
院
に
朝
５
時
台
の
電
車
で

出
掛
け
な
い
と
い
け
な
い
の
で
大
変
で
す
。

・
大
学
と
違
っ
て
授
業
や
実
習
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

国
家
試
験
合
格
に
向
け
て
の
勉
強
が
大
変
で
す

が
、
看
学
祭
や
お
弁
当
の
時
間
は
楽
し
い
で
す
。

《
先
輩
後
輩
の
関
係
は
ど
う
で
す
か
？
》

・
男
子
学
生
は
、
人
数
が
少
な
い
の
で
食
事
会
を

行
っ
て
親
睦
を
深
め
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

・
実
習
の
と
き
に
、
同
じ
時
期
に
学
校
で
過
ご
し

た
先
輩
が
看
護
師
と
し
て
病
院
に
い
て
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
え
る
の
で
心
強
い
で
す
。

《
島
田
市
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
》

・
私
の
出
身
地
は
交
通
の
便
が
島
田
市
よ
り
良
く
、

高
齢
者
に
対
し
て
特
に
充
実
し
て
い
る
が
、
島

田
市
は
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。

学
校
に
通
う
の
も
不
便
で
す
。
公
共
交
通
機
関

の
充
実
を
望
み
ま
す
。

・
図
書
室
の
本
や
実
習
機
材
が
開
校
当
時
の
も
の

が
多
く
古
い
の
で
新
し
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

・
も
っ
と
楽
し
く
食
事
を
し
た
い
の
で
食
堂
が
ほ

し
い
で
す
。

《
高
校
生
や
看
護
師
を
目
指
す
人
に
、
島
田

看
護
専
門
学
校
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
》

・
先
生
方
が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
親
身

に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
。

・
学
校
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
合
い
、	

盛
り
上
げ
る
看
学
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行

事
を
通
し
て
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。
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６
月
８
日
（
木
）
本
会
議
初
日　
正・副
議
長
選
挙
と
常
任
委
員
等
改
選

議
員
改
選
後
初
の
議
会
に
お
い
て
正・副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、福
田
正

男
議
長
、
大
石
節
雄
副
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各

常
任
委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

（
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
第
59
号
に
掲
載
）

６
月
15
日
（
木
）
本
会
議　
17
議
案
上
程

繰
越
明
許
費
や
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
報
告
７
件
、
一

般
会
計
・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
２
件
、
条
例
４
件
、
そ
の
他
４
件

の
計
17
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。	

（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
23
日
（
金
）
～
27
日
（
火
）
一
般
質
問　
議
員
18
人
が
登
壇

正
・
副
議
長
を
除
く
18
人
全
議
員
が
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。	

（
８
～
17
ペ
ー
ジ
）

６
月
28
日
（
水
）
追
加
議
案
３
件
上
程　
議
員
5
人
が
議
案
質
疑
登
壇

特
別
会
計
補
正
予
算
１
件
、
条
例
１
件
、
そ
の
他
１
件
の
議
案
が
追
加

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
人
の
議
員
が
、
議
案
に
つ
い
て
当
局
に

質
問
し
ま
し
た
。	

（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
29
日
（
木
）
～
６
月
30
日
（
金
）
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

半
日
ず
つ
分
散
開
催
し
、
３
委
員
会
で
合
わ
せ
て
１
日
半
を
か
け
、
付

託
さ
れ
た
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
追
加
議
案
３
件
を
含
む
議

案
20
件
の
う
ち
、
報
告
３
件
を
除
く
専
決
処
分
の
承
認
や
補
正
予
算
・
条

例
改
正
な
ど
議
案
17
件
の
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。（
６
・
７
ペ
ー
ジ
）

７
月
11
日
（
火
）
本
会
議
最
終
日　
追
加
議
案
上
程　
45
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
が
報
告
し

ま
し
た
。

市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
１
件
、
一
般
議
案
１
件
、
人
事
案
件
と
し

て
、
副
市
長
・
監
査
委
員
・
教
育
長
・
教
育
委
員
・
公
平
委
員
・
農
業

委
員
・
固
定
資
産
評
価
員
の
27
件
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
１

人
が
登
壇
し
、
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
市
当
局
に
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
議
案
１
件
は
賛
成
多
数
で
、
ほ
か
議
案
44
件
が
全
議
員
賛
成
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。	

（
17
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
、
二
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
７
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概要

一
般
会
計
１
億
４
２
３
９
万
２
０
０
０
円
を
増
額

副
市
長
２
人
制
条
例
改
正
な
ど
可
決

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
８
日
（
木
）
か
ら
７
月
11
日
（
火
）
ま
で
、
34
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。



05 議会だよりShimada City Assembly News

〈
議
案
第
36
号　
平
成
29
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〉

〈
議
案
第
36
号　
平
成
29
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〉

〈
議
案
第
47
号　
島
田
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
40
号　
し
ま
だ
楽
習
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
〉

Q	

事
業
内
容
と
目
的
は
？

A	

北
海
道
テ
レ
ビ
が
制
作
し
て
い
る
「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
当
市
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
者
が
行
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
連
携
し
て
地
元
オ
リ

ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
市
を
全
国
に
発
信
す
る
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
る
。

Q	

イ
ベ
ン
ト
会
場
、
集
客
目
標
人
数
は
？

A	

中
央
公
園
の
ふ
れ
あ
い
広
場
を
予
定
し
て
い
る
。
集
客
目
標
人
数
は
５
０
０
０

人
と
し
て
い
る
。

Q	

副
市
長
を
２
人
に
す
る
理
由
と
そ
の
職
務
は
？

A	

市
に
お
い
て
大
き
な
事
業
が
具
体
的
に
動
き
出
す
。
詳
細
で
専
門
的
な
思
考
と

強
力
な
推
進
力
が
必
要
と
な
る
。
市
長
の
方
針
決
定
や
政
策
判
断
を
補
佐
す
る

機
能
を
強
化
し
、
政
策
実
行
の
調
整
等
を
行
う
体
制
の
再
構
築
す
る
た
め
で
あ

る
。

Q	
副
市
長
の
報
酬
は
ど
れ
く
ら
い
か
？

A	

一
人
に
つ
き
期
末
手
当
込
み
で
１
２
０
０
万
円
、
共
済
費
２
２
０
万
円
が
見
込

ま
れ
る
。

Q	

指
定
管
理
者
を
導
入
す
る
理
由
は
？

A	

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
事
業
仕
分
け
で
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し

を
求
め
る
判
定
を
受
け
、
効
果
的
な
生
涯
学
習
の
実
施
お
よ
び
運
営
の
効
率
化

に
よ
る
経
費
節
減
を
図
り
た
い
。

Q	

指
定
管
理
者
を
導
入
後
の
減
免
の
内
容
は
？

A	

当
面
は
、
現
在
の
減
免
条
件
を
適
用
す
る
。
具
体
的
に
は
、
公
用
で
の
使
用
は

全
額
免
除
。
社
会
貢
献
活
動
等
の
場
合
は
月
２
回
ま
で
全
額
免
除
。
自
治
会
・

文
化
体
育
団
体
な
ど
が
使
用
す
る
場
合
は
半
額
免
除
。

Q	

事
業
決
定
の
経
緯
は
？

A	

実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
き
た
。
市
長
再
選
に
よ
り
市
民
か
ら
信

任
を
得
た
と
考
え
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
に
よ
る
合
計
特
殊
出
生
率
の
上

昇
、
定
住
促
進
、
さ
ら
に
市
外
か
ら
の
子
育
て
世
代
の
転
入
増
加
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

Q	

所
得
制
限
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
と
市
の
負
担
額
は
？

A	

福
祉
施
策
と
し
て
で
は
な
く
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
の
負
担
額
は
、
平
成
29
年
度
は
１
億
２
５
３
万
３
０
０
０
円
、
30
年
度
以
降

は
、
１
億
７
７
８
７
万
２
０
０
０
円
を
一
般
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

官
民
連
携
賑に

ぎ

わ
い
創
出
事
業

補
助
金
と
は
？

副
市
長
２
人
制
に
条
例
改
正

し
ま
だ
楽
習
セ
ン
タ
ー
運
営
を

指
定
管
理
者
に

保
育
料
第
２
子
半
額

第
３
子
無
償
化
事
業
と
は
？

Pick
up 2 Pick

up 1

Pick
up

Pick
up4 3



 06議会だよりShimada City Assembly News

経
済
建
設
常
任

員
委

会

パラグライダー飛行地点からの眺め

島田市議会には３つの常任委員会があります。議員は必ずいずれかの委員会に
属し議案審査に当たります。６月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常 任 委 員 会 報 告

厚
生
教
育
常
任

員
委

会

保
育
料
第
２
子
半
額

第
３
子
無
償
化
へ
！

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　
　

集
客
な
る
か

●
小
規
模
多
機
能
施
設
整
備
事
業

Q	

ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

A	

全
体
の
定
員
は
29
人
で
、
必

要
に
応
じ
て
宿
泊
、
短
期
入

所
が
で
き
る
。
１
カ
月
当
た

り
の
介
護
保
険
の
自
己
負
担

が
定
額
と
な
っ
て
お
り
、
本

人
負
担
と
し
て
は
包
括
的
な

料
金
で
使
い
や
す
い
サ
ー
ビ

ス
に
な
っ
て
い
る
。

●
保
育
料
の
第
２
子
半
額

　
第
３
子
無
償
化
に
伴
う
補
正
予
算

Q	

ふ
じ
の
国
少
子
化
突
破
戦
略

応
援
事
業
と
は
何
か
。

A	

県
民
の
２
人
か
ら
３
人
の
子

ど
も
を
持
ち
た
い
と
い
う
希

望
を
か
な
え
る
た
め
の
効
果

的
な
事
業
を
行
う
市
町
に
県

が
助
成
を
行
う
と
い
う
も
の
。

実
施
期
間
に
つ
い
て
は
３
年

間
を
予
定
、
当
市
の
事
業
に

●
官
民
連
携
賑
わ
い
創
出
事
業
補
助
金

Q	

テ
レ
ビ
イ
ベ
ン
ト
の
経
済
波

及
効
果
は
ど
う
か
。

A	

日
曜
日
で
あ
る
こ
と
と
中
心

市
街
地
の
お
び
通
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
合
わ
せ
れ
ば
相
乗
効

果
は
期
待
で
き
る
。
島
田
市

の
知
名
度
も
上
が
る
。

●
観
光
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
補
助
金

Q	

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
支
援
事
業

の
費
用
５
０
０
万
円
の
内
訳

と
利
用
見
込
み
数
は
ど
う
か
。

A	

資
格
者
の
報
酬
３
２
０
万
円
、

機
材
80
万
円
、
イ
ベ
ン
ト
費

１
０
０
万
円
で
あ
る
。
８
月

か
ら
３
月
ま
で
毎
月
30
人
程

度
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い

る
。
一
回
の
フ
ラ
イ
ト
料
金

は
１
万
２
０
０
０
円
の
予
定
。

Q	

補
償
内
容
が
実
質
下
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

A	

給
与
法
の
改
正
で
そ
う
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
市
が
福
祉

共
済
の
掛
金
を
全
額
負
担
す

る
な
ど
、
手
当
を
上
乗
せ
し

て
対
応
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

島
田
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

お
い
て
県
か
ら
１
０
０
０
万

円
の
内
示
を
い
た
だ
い
た
。

Q	

幼
稚
園
、保
育
園
に
入
ら
ず
に

う
ち
に
い
る
子
に
対
し
て
の

補
助
は
何
か
考
え
て
い
る
か
。

A	

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
案

は
な
い
。

Q	

ど
の
よ
う
な
成
果
を
目
指
し

て
い
る
か
。

A	

総
合
戦
略
か
ら
、
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
・
６
を
目
指
す

指
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●
し
ま
だ
楽
習
セ
ン
タ
ー
条
例

Q	

賃
貸
契
約
が
平
成
31
年
３
月

31
日
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
今
後
5
年
で
指
定
管

理
を
指
定
す
る
理
由
は
何
か
。

A	

中
心
市
街
地
の
集
会
室
が
不

足
し
て
お
り
、
生
涯
学
習
事

業
を
他
の
公
共
施
設
で
行
う

と
、
こ
れ
に
拍
車
が
か
か
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、経
費
削
減

効
果
と
、
生
涯
学
習
の
質
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
。
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２人体制になった副市長

副
市
長
が
二
人
に

Q	
軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
実
績
は
。

A	

対
象
車
両
２
３
１
１
台
で
税

収
は
１
５
７
７
万
４
０
０
円

で
あ
る
。
特
例
に
よ
っ
て
８

７
５
万
８
０
０
０
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

●
地
方
債
に
関
す
る
調
書

Q	

合
併
特
例
債
の
現
状
と
今
後
は
。

A	

限
度
額
１
９
６
億
円
の
内
、

70
億
４
８
０
０
万
円
利
用
。

償
還
額
は
32
億
７
８
０
０
万

円
。
利
子
が
５
億
８
７
０
０

万
円
で
あ
る
。今
後
は
、新
東

名
島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
整
備
等
へ
起
債
を

予
定
し
て
い
る
。

Q	

給
与
と
退
職
金
は
。

A	

給
与
は
約
１
２
０
０
万
円
。退

職
金
は
１
０
２
５
万
２
８
０

０
円
で
あ
る
。財
源
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
全
体
で
調
整
し
、

必
要
に
応
じ
て
11
月
定
例
会

に
補
正
予
算
を
提
出
す
る
。

Q	

二
人
の
副
市
長
の
仕
事
の
分
担
は
。

A	

規
則
で
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
分

担
を
決
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
重
要
案
件
に
つ
い
て
は
、

２
人
で
対
応
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

島
田
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
29
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

島
田
市
副
市
長
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

総
務
生
活
常
任

員
委

会

　
平
成
29
年
６
月
定
例
会
最
終
日
の
７
月
11
日
に
「
議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
と
「
政
策
条
例
制
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
２
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※
「
議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
編
集
後
記
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
島
田
市
議
会
で
は
、
議
会
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
を

行
い
、
課
題
解
決
の
提
言
が
さ

れ
、
実
行
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た

提
言
や
課
題
等
に
つ
い
て
さ
ら

な
る
検
討
を
行
い
、議
会
基
本
条

例
の
趣
旨
に
基
づ
き
議
会
の
機

能
強
化
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
地

方
公
共
団
体
の
自
主
的
な
決
定

と
責
任
の
範
囲
が
拡
大
す
る
中
、

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
市
政

に
反
映
す
る
た
め
に
、
議
会
自

ら
が
政
策
提
言
や
条
例
の
提
案

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、政

策
立
案
機
能
の
充
実
・
強
化
に

向
け
て
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会

政
策
条
例
制
定
に
関
す
る

特
別
委
員
会

【
委
員
長
】　
伊
藤　
　
孝

【
副
委
員
長
】　
藤
本　
善
男

【
委

員
】　
大
村　
泰
史

河
村　
晴
夫

村
田
千
鶴
子

桜
井　
洋
子

大
石　
節
雄

山
本　
孝
夫

清
水　
唯
史

【
委
員
長
】　
八
木　
伸
雄

【
副
委
員
長
】　
曽
根　
嘉
明

【
委

員
】　
大
関　
衣
世

横
田
川
真
人

杉
野　
直
樹

齊
藤　
和
人

横
山　
香
理

佐
野　
義
晴

森　
　
伸
一

平
松　
吉
祝
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A
Q
&

私がイメージする島田型介護医療院

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、

正
・
副
議
長
を
除
く
18
議
員
が
個
人

質
問
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
議
員
が

一
問
一
答
方
式
（
議
員
が
一
つ
の
質

問
を
し
、
市
長
等
も
一
つ
ず
つ
答
弁

す
る
方
式
）
を
選
択
し
、50
分
間
の
制

限
時
間
の
中
で
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
18
議
員
の
個
人
質
問

の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
丈
夫
か
老
後
の
安
心
確
保

佐
さ

野
の

義
よし

晴
はる

 議員

い
ず
れ
の
療
養
施
設
も
廃
止
を
決
め

た
。
そ
の
代
わ
り
新
た
な
介
護
医
療

院
を
創
設
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

こ
の
機
会
を
好
機
と
捉
え
、
新
市
民

病
院
の
周
辺
に
島
田
型
の
介
護
医
療

院
の
誘
致
は
で
き
な
い
か
。

A	

公
共
用
地
に
対
し
て
民
間
法
人
等
か

ら
、
そ
こ
を
活
用
し
て
進
出
の
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
、
可
能
性
に
つ
い

て
一
緒
に
検
討
、
さ
ら
に
調
整
を
す

る
。

Q 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
状
況

と
こ
れ
か
ら
を
伺
う
。

A	

待
機
者
は
、
昨
年
の
１
月
１
日
現
在

で
27
人
。
平
成
30
年
４
月
に
新
た
に

70
床
の
施
設
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
待
機
者
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。

Q 

老
後
の
安
心
確
保
に
向
け
て
、
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度
（
持
家
等

を
担
保
に
、
老
後
資
金
の
融
資
を
受

け
る
返
済
不
要
の
高
齢
者
向
け
逆
担

保
融
資
・
生
前
受
け
た
融
資
の
返
済

義
務
は
な
い
）
が
あ
る
。
制
度
活
用

に
向
け
た
所
見
を
伺
う
。

A	

大
変
有
意
義
な
制
度
で
あ
る
。
個
人

の
ゆ
と
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
市
と

し
て
も
生
活
保
護
費
の
削
減
に
つ
な

が
る
。
活
用
に
向
け
て
広
報
に
努
め

る
。
な
お
、
制
度
の
取
扱
窓
口
は
島

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

Q 
新
市
民
病
院
が
完
成
す
る
と
医
療
系

の
療
養
型
医
療
施
設
が
無
く
な
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
れ
ま
で
も
近
隣

市
に
あ
る
介
護
系
の
療
養
医
療
施
設

が
本
市
に
は
無
い
。

 

そ
う
し
た
中
、
国
は
医
療
・
介
護
系
、

このＱＲコード
からどうぞ！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。
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糖質を抑えたチョコレート

再生可能エネルギー発電割合（H27年）

中
小
企
業
振
興
条
例
に
も

勤
労
者
目
線
を

糖
質
制
限
を

健
康
増
進
の
一
つ
の
方
法
に

横
よこ

田
た

川
がわ

真
まさ

人
と

 議員

Q 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
糖
質
制

限
を
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

A	

効
果
が
あ
る
と
い
う
話
は
聞
く
。
一

方
で
医
者
か
ら
止
め
ら
れ
た
と
い
う

話
も
聞
い
た
。

Q 

糖
尿
病
患
者
が
イ
ン
ス
リ
ン
無
し
の

状
態
ま
で
回
復
し
た
事
例
が
あ
る
。

私
も
試
し
て
み
て
適
正
体
重
に
な
っ

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
上
が
っ
た
。

A	

糖
分
を
と
ら
な
い
と
筋
肉
が
分
解
し

て
ア
ミ
ノ
酸
に
し
て
し
ま
う
の
で
取
っ

た
方
が
い
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

Q 

人
間
が
動
く
燃
料
と
し
て
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
と
ケ
ト
ン
体
が
あ
る
。
糖
質
が

無
く
て
も
脂
や
肉
を
食
べ
て
い
れ
ば

大
丈
夫
で
あ
る
。

A	

全
く
取
ら
な
い
の
は
良
く
な
い
と
考

え
て
い
る
。

Q 

全
く
取
ら
な
い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

糖
尿
病
末
期
の
方
が
糖
を
と
る
の
は

お
か
し
い
。
予
備
軍
は
気
を
付
け
た

方
が
い
い
。
健
康
な
方
で
は
普
段
よ

り
少
し
抑
え
る
だ
け
で
良
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
や
り
方
が
あ
る
。

Q 

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
。

A	

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
比
率

は
約
37
％
で
あ
る
。

Q 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
水
力
発
電
は
民

間
会
社
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
市
は

今
後
さ
ら
に
比
率
を
高
め
る
と
の
こ

と
だ
が
、
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
か
。

A	

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
を
高
め
る

と
と
も
に
、
消
費
電
力
を
下
げ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q 

市
内
事
業
者
、
従
業
者
の
推
移
は
。

A	

過
去
５
年
で
事
業
者
数
６・４
％
、従

業
者
数
６
・
１
％
の
減
少
で
あ
る
。

Q 

最
近
の
有
効
求
人
倍
率
は
ど
う
か
。

A	

本
年
４
月
に
１
・
25
倍
と
雇
用
は
改

善
さ
れ
た
が
雇
用
確
保
は
厳
し
い
。

Q 

地
元
で
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
現

状
は
ど
う
か
。

A	

売
り
手
市
場
で
大
手
企
業
を
目
指
す

た
め
、
地
方
に
人
が
回
っ
て
こ
な
い

と
い
う
企
業
の
悩
み
を
聞
い
て
い
る
。

Q 

企
業
価
値
は
規
模
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
学
校
は
教
育
で
き
て
い
る
か
。

A	

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
地
元
企
業
の

大
切
さ
は
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

Q 

地
域
産
業
を
支
え
る
た
め
の
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
制

定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A	
７
月
頃
か
ら
意
見
聴
取
を
行
い
来
年

の
２
月
定
例
会
へ
提
出
予
定
で
あ
る
。

Q 
条
例
制
定
に
教
育
機
関
や
働
く
人
の

目
線
を
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。

A	

各
種
団
体
か
ら
意
見
を
聞
き
、
条
例

の
中
身
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

藤
ふじ　もと　よし　お

本善男 議員

A	

糖
尿
病
で
も
糖
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

Q 

完
全
に
否
定
し
な
い
で
可
能
性
は
残

し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

A	

市
と
し
て
は
糖
質
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。
一
歩
踏
み
出
す
に
は
ま
だ
根

拠
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

Q 
島
田
市
が
先
進
事
例
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

A	

ア
ン
テ
ナ
は
高
く
し
て
情
報
を
つ
か

む
努
力
を
し
て
い
く
。

循
環
型
社
会
の
取
り
組
み
は
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市
内
の
土
地
も
積
極
的
な
投
資
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

地
方
創
生
、
独
自
な
も
の
を
掲
げ
て

い
く
の
で
あ
れ
ば
外
国
人
投
資
家
の

積
極
的
な
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
は

ど
う
か
。

A	

牧
之
原
市
で
は
メ
イ
ド・イ
ン・ジ
ャ

パ
ン
・
バ
イ
・
チ
ャ
イ
ナ
を
推
進
し

て
い
る
。
当
市
も
積
極
的
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事

情
に
応
じ
た
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

Q 

当
市
の
都
市
計
画
区
域
面
積
は
、
２

０
１
１
年
調
査
で
57
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、こ
の
値
は
近
隣
で
は
最
低
、藤

枝
市
の
半
分
、
掛
川
市
の
４
分
の
１

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
島
田
市
が
い
か
に
都
市
的
土
地

利
用
に
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
か
が

わ
か
る
。
都
市
的
土
地
利
用
を
積
極

的
に
推
進
し
、
税
収
増
に
つ
な
げ
る

考
え
は
あ
る
か
。

A	

無
秩
序
な
開
発
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
広
範
囲
に
な
る
た
め
、
都
市
計
画

上
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。

Q 

当
市
の
税
収
で
約
46
％
を
占
め
る
固

定
資
産
税
は
必
ず
し
も
市
民
が
納
税

し
て
い
な
い
、
納
税
者
数
、
納
税
額

の
構
成
は
市
内
、
市
外
で
ど
れ
ぐ
ら

い
か
。

A	
市
内
個
人
、
法
人
は
92
％
、
市
外
個

人
、
法
人
は
８
％
、
収
入
額
の
割
合

は
市
内
個
人
、
法
人
は
74
％
、
市
外

個
人
、
法
人
が
26
％
で
あ
る
。

Q 

市
外
の
方
が
保
有
し
て
い
る
資
産
の

方
が
資
産
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、

Q 

観
光
の
原
点
は
「
地
域
の
文
化
」
で

あ
る
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
が

一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
に
取
り
組

む
こ
と
の
プ
ロ
セ
ス
が
島
田
市
を
元

気
に
す
る
と
考
え
る
。「
島
田
市
観
光

振
興
条
例
」
を
制
定
し
全
市
で
観
光

行
政
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A	

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

Q 「
大
祭
」
や
「
前
夜
祭
」
に
は
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
ど
う
取
り
組
む
か
。

A	

大
祭
は
、
観
光
客
目
線
の
新
し
い
工

夫
を
加
え
な
が
ら
、
次
回
開
催
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。
前
夜
祭

は
、
１
１
０
回
記
念
（
次
々
回
）
の

年
に
行
う
方
法
も
あ
る
と
考
え
る
。

Q 

蓬
莱
橋
・
川
越
遺
跡
・
蓮
台
越
し
・

諏
訪
原
城
跡
・
東
光
寺
の
「
猿
舞
」・

「
鹿
島
踊
り
」・
川
根
温
泉
・
大
井
川

鐵
道
Ｓ
Ｌ
・
牧
之
原
大
茶
園
・
大
井

川
マ
ラ
ソ
ン
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
点
在
す
る
観
光
資

源
を
線
に
し
て
島
田
市
を
元
気
に
す

る
考
え
は
。

A	

そ
の
一
つ
一
つ
の
拠
点
を
結
ぶ
仕
組

み
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。

市の地方税収中、46.2％は固定資産税

静岡県無形民俗文化財「猿舞」

税
収
増
の新た

な
取
り
組
み
を
！

観
光
行
政
で

島
田
市
を
元
気
に
し
よ
う
！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

平
ひら

松
まつ

吉
よし

祝
のり

 議員

Q	

全
国
大
会
を
行
う
球
場
と
し
て
、
島

田
球
場
に
電
光
掲
示
板
の
設
置
を
す

べ
き
で
あ
る
が
い
か
が
か
。

A	

利
用
に
対
す
る
費
用
対
効
果
や
財
源

の
調
達
等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
総
合

的
に
検
証
し
て
い
く
。

Q	
外
野
の
両
翼
５
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン

タ
ー
２
メ
ー
ト
ル
拡
張
を
で
き
な
い

か
。

A	

今
の
段
階
で
は
非
常
に
厳
し
い
。

島
田
球
場
に
電
光
掲
示
板
を

杉
すぎ

野
の

直
なお

樹
き

 議員
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どろんこ遊びをする園児

生活安心課で出前講座を実施中！

明
確
な
市
の
方
針
を
望
む

子
育
て
支
援
に

不
公
平
感
は
な
い
か

曽
そ

根
ね

嘉
よし

明
あき

 議員

Q 

平
成
30
年
４
月
に
幼
稚
園
３
園
が
認

定
こ
ど
も
園
化
す
る
が
、
待
機
児
童

解
消
に
つ
な
が
る
か
。

A	

今
年
10
月
に
も
新
保
育
園
が
開
園
を

予
定
す
る
こ
と
か
ら
、
定
員
が
２
６

６
人
に
拡
大
さ
れ
て
、
待
機
児
童
解

消
に
つ
な
が
る
。

Q 

市
内
の
乳
幼
児
は
何
人
か
。

A	

４
月
１
日
現
在
の
０
歳
児
か
ら
５
歳

児
は
４
４
７
２
人
で
、
保
育
園
児
の

数
は
３
０
９
０
人
で
あ
る
。

Q 

第
２
子
半
額
・
第
３
子
無
償
化
事
業

の
対
象
者
約
１
１
０
０
人
、
現
在
保

育
料
の
軽
減
を
受
け
て
い
る
人
は
２

６
０
人
と
な
る
が
、
対
象
か
ら
外
れ

た
子
ど
も
た
ち
に
不
公
平
感
は
な
い

か
。

A	

第
１
子
の
子
ど
も
は
別
だ
が
、
潜
在

的
な
待
機
児
童
も
ゼ
ロ
と
な
り
、
公

平
公
正
は
保
て
る
。

Q 

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
が
20
人
い
る
が
、

幼
稚
園
で
は
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま

で
預
か
り
保
育
を
行
っ
て
い
る
が
、

各
幼
稚
園
の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

東
町
御
請
線
の
安
全
対
策
を
。

A	

預
か
り
保
育
を
可
能
か
一
覧
に
し
て

送
付
し
、
幼
稚
園
へ
の
入
園
を
促
し

た
い
。

Q 
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
県
の
公
安

委
員
会
へ
上
申
を
お
願
い
し
た
い
。

A	
地
元
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
今
後
も

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
強
く
要

望
を
し
て
い
く
。

村
むら

田
た

千
ち

鶴
づ

子
こ

 議員

な
い
。
木
目
調
に
塗
装
す
る
工
法
は

莫
大
な
維
持
費
が
か
か
る

Q 

在
宅
介
護
・
在
宅
医
療
を
推
進
す
る

上
で
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
小
学

校
区
ご
と
に
設
置
で
き
な
い
か
。

A	

専
門
職
の
人
材
確
保
等
の
課
題
あ
り
。

Q 

産
科
医
の
確
保
に
向
け
医
大
等
に
、

議
会
・
島
田
市
地
域
医
療
を
支
援
す

る
会
と
共
に
交
渉
し
て
は
ど
う
か
。

A	

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q 

島
田
球
場
に
電
光
掲
示
板
設
置
の
議

案
を
提
出
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

A	

横
井
運
動
場
公
園
整
備
計
画
の
中
で

判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q 

特
種
東
海
製
紙
横
井
工
場
は
、
夏
ご

ろ
か
ら
解
体
工
事
に
入
る
予
定
だ
。

民
有
地
と
い
え
好
立
地
で
あ
り
、
市

は
将
来
の
土
地
利
用
の
確
た
る
方
針

を
持
ち
政
策
提
案
を
し
て
は
ど
う
か
。

A	

初
め
の
意
向
は
貸
し
出
す
形
。
最
新

情
報
で
は
、
経
営
面
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
る
と
伺
う

の
で
、
会
社
側
の
示
す
計
画
を
待
つ
。

Q 

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
と
し

て
、
市
内
全
域
で
タ
ク
シ
ー
助
成
を

使
っ
た
運
行
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

A	

市
内
75
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
場
合

に
約
４
億
円
か
か
る
。
庁
内
で
デ
マ

ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
等
の
福
祉
的
な
運

行
を
検
討
し
は
じ
め
て
い
る
。

Q 

蓬
莱
橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
脚
を

擬
木
化
で
き
な
い
か
。

A	

左
岸
一
部
に
木
材
を
巻
い
て
い
る
が
、

全
て
は
国
土
交
通
省
か
ら
認
め
ら
れ
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８
月
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Q 

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
は
空
調
整
備
の
ほ

か
で
費
用
の
か
か
る
も
の
は
な
い
か
。

A	

現
時
点
で
は
な
い
。

Q 

島
田
市
で
は
今
後
費
用
の
か
か
る
事

業
が
山
積
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
で
財
源
確
保
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

A	

一
言
で
答
え
ら
れ
る
簡
単
な
解
決
策

は
な
い
。
基
金
積
み
立
て
を
し
て
き

た
の
も
投
資
の
た
め
の
準
備
だ
。

Q 

旧
金
谷
中
跡
地
の
利
用
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
予
定
か
。

A	

事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員
会
で

検
討
し
今
年
度
内
に
事
業
者
を
選
定

し
た
い
。

Q 

地
権
者
で
あ
る
島
田
市
の
選
定
委
員

２
人
が
主
体
性
を
持
っ
て
決
め
ら
れ

る
の
か
。

A	

県
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
る
。

Q 

田
代
の
郷
整
備
事
業
は
ど
う
か
。

A	

２
年
程
度
で
仕
上
げ
た
い
。

Q 

島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺
賑
わ
い
・
交
流

拠
点
整
備
は
ど
う
進
め
る
か
。

A	

平
成
31
年
オ
ー
プ
ン
に
向
け
今
年
度

実
施
計
画
を
策
定
し
費
用
が
わ
か
る
。

Q 

旧
金
谷
庁
舎
は
結
局
ど
う
す
る
の
か
。

A	

利
活
用
策
が
決
ま
っ
た
ら
建
物
の
解

体
に
着
手
す
る
。

Q 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
卓
球
チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
誘
致
の
進
捗
状
況
は
。

A	
６
月
15
日
に
は
東
京
体
育
館
で
行
わ

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
相
手
方

総
監
督
に
面
会
、
20
日
に
は
同
監
督

が
島
田
市
に
来
て
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

を
視
察
し
た
。
決
定
の
可
否
は
来
年

Q 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
に
つ
い
て
、

６
月
７
日
Ｊ
Ｒ
東
海
は
地
権
者
の
特

種
東
海
製
紙
と
保
全
環
境
な
ど
で
合

意
し
た
と
発
表
し
た
が
、
市
と
し
て

特
種
東
海
製
紙
に
合
意
内
容
に
つ
い

て
聞
く
つ
も
り
は
あ
る
か
。

A	

特
種
東
海
製
紙
と
は
良
好
な
関
係
を

保
っ
て
お
り
、
直
接
内
容
に
踏
み
込

ん
で
聞
く
こ
と
は
難
し
い
。

Q 

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
い
、
水
量
だ
け

で
な
く
南
ア
ル
プ
ス
の
動
植
物
へ
の

影
響
や
山
崩
れ
な
ど
の
環
境
破
壊
が

発
生
し
た
場
合
、
土
地
貸
し
主
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
と
ど
の
よ
う
な
合
意
を
し

た
か
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し
い
が
。

A	

８
月
、
工
事
に
伴
う
現
地
視
察
に
行

く
予
定
な
の
で
、
こ
の
と
き
特
種
東

海
フ
ォ
レ
ス
ト
の
代
表
と
も
会
っ
て
、

き
ち
ん
と
話
を
し
て
聞
い
て
み
た
い

と
思
う
。

Q 

特
種
東
海
製
紙
横
井
工
場
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
会
社
と
は
ど
の
よ
う
な

話
し
を
進
め
て
い
る
か
。

A	

話
し
合
い
を
持
っ
て
い
る
が
具
体
的

な
計
画
は
ま
だ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

空調改修が予定されているローズアリーナ

特種東海製紙横井工場入り口

継
続
課
題
と

こ
れ
か
ら
の
財
源
確
保
は
？

特
種
東
海
製
紙
の

立
ち
位
置
は
重
要
！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

森
もり

　伸
しん

一
いち

 議員

Q	

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
で
市
民
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
施
設
を
希
望
す
る
か
な

ど
提
案
を
期
間
限
定
で
受
け
付
け
る

機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
が
。

A	

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
計

画
区
域
内
に
工
場
跡
地
が
入
っ
て
い

る
の
で
、
計
画
策
定
の
中
で
、
地
元

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
た
い
。
ま

た
地
元
の
皆
さ
ま
が
企
業
に
利
用
方

法
の
要
望
書
な
ど
を
提
出
す
る
際
に

は
、
市
は
橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
う
。

山
やま

本
もと

孝
たか

夫
お

 議員
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対策が望まれる市道雲見線

自治体提携融資制度の無い島田市

移
住
・
定
住
対
策
は

総
合
的
施
策
が
必
要

島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
拠
点
施
設
の

事
業
主
体
は

八
や

木
ぎ

伸
のぶ

雄
お

 議員

Q 

島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
計
画
が
示

さ
れ
た
。地
域
の
期
待
が
大
き
い
。施

設
に
は
、
Ｊ
Ａ
大
井
川
（
以
下
、
Ｊ

Ａ
）支
店
や
マ
ル
シ
ェ
、大
鐵
駅
舎
を

兼
ね
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
整
備

を
一
体
と
し
て
行
う
と
い
う
が
、
施

設
整
備
の
事
業
主
体
と
運
営
費
の
負

担
も
一
体
と
考
え
て
い
る
か
。

A	

島
田
市
・
Ｊ
Ａ
・
大
井
川
鐵
道
・
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
４
者
の
方
向
性

は
一
致
し
て
い
る
。
負
担
割
合
は
こ

れ
か
ら
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Q 

Ｊ
Ａ
五
和
支
店
部
分
は
Ｊ
Ａ
の
負
担

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
市
は
駐
車
場

や
横
断
歩
道
橋
な
ど
と
思
う
が
、
駅

舎
兼
レ
ス
ト
ラ
ン
・
マ
ル
シ
ェ
な
ど

の
整
備
・
運
営
費
負
担
を
協
議
し
な

け
れ
ば
、
実
施
の
段
階
で
頓
挫
す
る
。

市
と
し
て
攻
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
勇

気
を
も
っ
て
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を

し
っ
か
り
判
断
し
て
ほ
し
い
。

A	

基
本
的
に
は
Ｊ
Ａ
五
和
支
店
・
マ
ル

シ
ェ・レ
ス
ト
ラ
ン
は
Ｊ
Ａ
で
、駅
舎

は
大
鐵
、
公
共
部
分
と
全
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
市
が
行
っ
て
い
く
。

大
丈
夫
か
道
路
崩
壊
対
策

Q 

林
道
大
森
線
・
市
道
雲
見
線
が
崩
落

し
た
。
崩
落
常
習
箇
所
だ
。
人
身
事

故
に
つ
な
が
る
前
に
対
策
を
と
る
べ

き
だ
。
現
状
で
は
人
命
の
危
険
が
あ

る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
だ
。

A	
大
森
線
は
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
す

る
。
雲
見
線
は
維
持
修
繕
工
事
を
実

施
し
て
お
り
通
行
可
能
だ
。

清
し

水
みず

唯
ただ

史
し

 議員

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
が
あ
る
。

Q 

平
成
26
年
度
事
業
仕
分
け
に
よ
り
廃

止
さ
れ
た
勤
労
者
住
宅
利
子
補
給
制

度
は
他
市
で
は
定
住
施
策
と
し
て
継

続
し
て
い
る
が
再
検
討
の
考
え
は
。

A	

住
宅
施
策
以
外
に
お
い
て
定
住
促
進

を
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択
す
る
。

Q 

総
合
戦
略
の
今
後
の
方
針
は
。

A	

移
住
・
定
住
施
策
・
子
育
て
支
援
施

策
、
産
業
活
性
化
施
策
な
ど
複
合
的

に
連
携
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
る
。

Q 

子
育
て
世
代
支
援
の
た
め
の
保
育
料

第
２
子
半
額
、
第
３
子
無
償
化
の
施

策
の
実
施
期
間
は
。

A	

保
育
料
見
直
し
の
９
月
か
ら
実
施
し
、

第
２
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の

期
間
の
平
成
33
年
度
に
効
果
を
検
証

し
、
継
続
を
判
断
す
る
。

Q 

判
断
の
基
準
を
ど
う
す
る
の
か
。

A	

出
生
数
、
第
２
子
、
第
３
子
の
割
合
、

子
育
て
世
代
の
転
入
・
転
出
者
数
お

よ
び
そ
の
理
由
な
ど
と
合
わ
せ
合
計

特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
検
証
し
施
策

の
判
断
基
準
の
参
考
と
す
る
。

Q 

増
加
予
想
の
待
機
児
童
対
策
は
。

A	

新
規
保
育
園
の
開
設
、
認
定
こ
ど
も

園
の
増
加
で
対
応
は
可
能
で
あ
る
。

Q 

現
行
の
所
得
制
限
の
撤
廃
の
理
由
は
。

A	

高
所
得
者
の
子
育
て
世
代
家
庭
の
移

住
・
定
住
を
期
待
す
る
た
め
で
あ
る
。

Q 
定
住
策
と
し
て
の
中
古
お
よ
び
新
築

住
宅
取
得
の
補
助
内
容
は
。

A	

中
古
住
宅
購
入
奨
励
金
交
付
事
業
と
、

新
築
住
宅
に
対
し
て
木
材
需
要
促
進

対
策
奨
励
金
、
県
外
移
住
者
に
対
す

る
島
田
市
に
住
も
う
応
援
奨
励
金
、
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り
学
徒
動
員
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
戦

時
資
料
の
展
示
を
計
画
し
て
い
る
。

Q 

小
・
中
学
生
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

A	

子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
折
り
鶴
や

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
本
の
読
み
聞

か
せ
感
想
文
を
展
示
紹
介
す
る
。『
平

和
都
市
宣
言
』
パ
ネ
ル
を
全
小
中
学

校
に
寄
贈
し
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

Q 

市
長
と
し
て
、
核
兵
器
廃
絶
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
へ
の
賛
同
を
。

A	

被
爆
者
が
訴
え
る
署
名
活
動
は
、
大

変
意
義
が
あ
る
。
私
も
賛
同
す
る
。

Q 

４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

A	

20
人
だ
が
国
の
定
義
か
ら
外
れ
る
潜

在
的
な
待
機
児
童
は
85
人
だ
。
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
ま
で
が
特
に
多
い
。

Q 

保
育
園
整
備
の
見
通
し
は
。

A	

10
月
に
定
員
72
人
の
保
育
園
が
向
谷

に
開
設
。
来
年
４
月
に
は
認
定
こ
ど

も
園
３
カ
所
が
開
設
予
定
だ
。
こ
れ

に
よ
り
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
る
。

Q 

地
域
的
に
み
れ
ば
六
合
・
初
倉
に
待

機
児
童
が
多
い
。
そ
の
対
策
は
。

A	

小
規
模
保
育
所
を
要
請
し
て
い
く
。

Q 

公
立
の
第
一
・
第
三
保
育
園
の
民
営

化
は
や
め
、
正
規
職
員
の
増
員
を
。

A	

か
わ
ね
保
育
園
の
民
営
化
が
終
了
し
、

当
分
の
間
考
え
て
い
な
い
。
正
規
保

育
士
の
採
用
に
努
め
る
。

Q 「
島
田
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
生
か

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
語
り
継
い
で
い
く
取
り
組
み
は
。

A	

今
年
度
も
平
和
祈
念
式
典
の
ほ
か
、

島
田
空
襲
慰
霊
の
つ
ど
い
、
ひ
め
ゆ

Q 

平
成
28
年
度
の
寄
附
金
額
と
お
礼
の

品
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A	

平
成
27
年
度
の
実
績
は
、
寄
附
金
額

は
約
２
５
３
０
万
円
で
、
平
成
28
年

度
約
９
３
９
５
万
円
・
お
礼
の
品
数

は
平
成
27
年
度
75
品
目
で
、
平
成
28

年
度
２
２
８
品
目
で
あ
る
。

Q 

平
成
29
年
４
月
１
日
付
で
、
総
務
大

臣
通
知
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返

礼
品
の
送
付
に
つ
い
て
」
と
い
う
文

書
が
出
さ
れ
た
が
、
今
後
の
ふ
る
さ

と
寄
附
金
制
度
に
つ
い
て
島
田
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

A	

総
務
省
か
ら
は
、
資
産
性
の
高
い
も

の
に
つ
い
て
見
直
す
よ
う
通
知
を
受

け
て
い
る
。
現
在
、
島
田
市
が
取
り

扱
っ
て
い
る
返
礼
品
の
中
で
は
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
的
に
該
当
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
い
ず
れ
の
返
礼
品
も
島
田
市

内
に
お
い
て
独
自
の
製
法
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
地
場
産
品
で
あ
る
。
ふ

る
さ
と
寄
附
金
制
度
の
返
礼
品
と
し

て
の
趣
旨
に
は
反
し
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

10月開設予定の（仮称）ゆりかご保育所

新ビジネス応援事業補助金を活用して開発

保
育
園
の
待
機
児
童
をなく

せ
！

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

今
後
の
取
組
み
は
！

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

伊
い

藤
とう

　孝
たかし

 議員

Q 

島
田
市
で
最
近
人
気
が
あ
る
中
に
、

ゴ
ル
フ
用
品
が
あ
る
が
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A	

地
方
創
生
の
名
の
も
と
に
市
も
協
力

し
て
開
発
し
た
地
場
産
品
で
あ
る
と
、

強
く
訴
え
た
。
現
在
、
総
務
省
が
ど

の
よ
う
に
動
い
て
く
る
の
か
注
視
を

し
て
い
る
段
階
だ
。
今
後
の
方
針
が

決
定
次
第
、
そ
ち
ら
に
沿
っ
た
対
応

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桜
さくら

井
い

洋
よう

子
こ

 議員

平
和
都
市
宣
言
を
生
か
そ
う
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社会福祉協議会で貸し出している福祉車両

田代環境プラザ一般業者処理費用の行方は

市
長
の
選
挙
公
約
を
問
う

目
指
せ
！
投
票
率
ア
ッ
プ
！

横
よこ

山
やま

香
かお

理
り

 議員

Q 

投
票
率
向
上
の
た
め
、
期
日
前
投
票

所
を
初
倉
地
区
・
六
合
地
区
で
も
開

設
で
き
な
い
か
。

A	

ほ
か
の
地
区
に
開
設
す
る
場
合
、
現

状
の
投
票
所
を
含
め
て
再
編
が
必
要
。

固
定
し
て
開
設
す
る
の
で
は
な
く
投

票
所
を
移
動
し
て
行
う
こ
と
も
一
案
。

Q 

投
票
所
ご
と
期
日
前
投
票
を
含
ん
だ

投
票
率
を
算
出
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

A	

算
出
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で

は
な
い
。

Q 

今
後
新
た
に
立
候
補
を
考
え
て
い
る

方
を
募
っ
て
の
勉
強
会
な
ど
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
か
。

A	

政
治
に
関
心
が
高
い
方
で
あ
れ
ば
選

挙
管
理
委
員
会
の
職
員
が
出
前
講
座

等
へ
行
く
。

Q 

福
祉
車
両
の
貸
し
出
し
状
況
で
、
前

日
に
貸
し
出
し
が
で
き
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

A	

常
に
予
約
で
い
っ
ぱ
い
と
い
う
状
況

で
は
な
い
の
で
、
前
日
に
予
約
が

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

田
代
環
境
プ
ラ
ザ
の
処
理
費
用
は

入
っ
て
い
な
け
れ
ば
前
日
の
貸
し
出

し
も
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q 

現
在
一
件
当
た
り
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
の
時
間
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
を

ど
う
考
え
る
か
。

A	

市
内
の
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
連
絡

会
の
よ
う
な
場
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
実
態
調
査
を
一
度
や
っ
て
み
た
い
。

実
態
を
把
握
す
る
中
で
、
ど
う
い
っ

た
対
策
が
必
要
か
支
援
策
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
。

河
かわ

村
むら

晴
はる

夫
お

 議員

Q 

田
代
環
境
プ
ラ
ザ
の
一
般
業
者
の
処

理
費
用
の
算
定
根
拠
を
伺
う
。

A	

手
数
料
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
は
、

田
代
環
境
プ
ラ
ザ
の
運
営
開
始
か
ら

15
年
間
の
運
営
経
費
な
ど
を
考
慮
し

た
上
で
定
め
て
い
る
。

Q 

16
年
目
以
降
の
単
価
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A	

16
年
目
以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
は
現

在
検
討
し
て
い
な
い
。

Q 

車
両
を
規
制
し
た
安
全
な
通
学
路
を

設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A	

保
護
者
等
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

車
両
規
制
に
係
る
支
援
を
行
う
。

Q 

登
下
校
の
際
、
子
ど
も
見
守
り
隊
の

組
織
化
は
し
な
い
の
か
。

A	

市
内
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
把

握
と
、
今
後
は
連
携
の
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

Q 

交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
あ
る
道
路
に
つ
い

て
、
追
い
越
し
禁
止
に
で
き
な
い
か
。

A	

自
治
会
な
ど
で
把
握
し
て
い
る
危
険

箇
所
が
具
体
的
に
あ
っ
た
な
ら
、
担

当
課
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
対
応
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者

と
協
議
し
、
警
察
に
伝
え
て
い
く
。

Q 

若
者
が
期
待
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
新
た
な
施
策
は
な
い
か
。

A	
ふ
る
さ
と
島
田
の
良
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
30
歳
の

同
窓
会
や
、
結
婚
へ
の
願
い
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
結
婚
支
援
事
業
等
、
若

者
が
地
元
に
戻
っ
て
く
る
き
っ
か
け

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。
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Q 

所
有
者
や
境
界
不
明
の
土
地
の
関
係

で
問
題
は
生
じ
て
な
い
か
。

A	

木
材
価
格
の
低
迷
や
、
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら

林
業
が
衰
退
し
、
所
有
者
や
境
界
が

不
明
確
な
森
林
が
増
加
し
て
い
る
。

公
民
館
等
を
会
場
に
、
つ
ど
い
の
広

場
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

Q 

人
口
減
少
の
状
況
は
ど
う
か
。

A	

国
・
県
よ
り
も
10
年
ほ
ど
早
く
減
少

に
転
じ
、
平
成
27
年
に
は
９
万
８
１

１
２
人
と
な
り
、
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

Q 

転
出
・
転
入
の
増
減
は
ど
う
か
。

A	

平
成
28
年
度
は
転
入
が
転
出
を
上
回

り
、
転
入
超
過
人
数
が
75
人
と
な
っ

た
。

Q 

人
口
の
将
来
見
通
し
や
対
応
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

A	「
島
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
２
０
６
０
年
目
標
人

口
８
万
人
を
目
指
し
、
市
の
持
つ
特

性
・
魅
力
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

Q 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
か
。

A	

今
年
度
、
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
調
査
す
る
。

Q 
就
学
前
教
育
へ
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
か
。

A	

乳
幼
児
、
児
童
お
よ
び
そ
の
保
護
者

同
士
の
遊
び
と
交
流
な
ど
を
目
的
に
、

市
内
の
子
育
て
支
援
団
体
が
市
内
の

Q 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
コ
ミ
バ
ス
）

の
路
線
の
見
直
し
は
。

A	

運
行
時
間
や
経
路
に
つ
い
て
は
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

Q 

金
谷
駅
と
島
田
市
民
病
院
を
結
ぶ
金

谷
島
田
病
院
線
が
、
土
日
祝
日
に
運

行
を
取
り
や
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ

が
。

A	

現
在
運
休
し
て
い
る
が
、
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
市
民
全
体
の
意
見
と
し
て

事
業
者
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

Q 

循
環
型
を
含
め
た
新
た
な
路
線
に
つ

い
て
は
。

A	

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
想
定

し
て
既
存
の
路
線
を
活
用
し
な
が
ら
、

効
率
的
で
持
続
可
能
な
コ
ミ
バ
ス
の

運
行
を
目
指
し
て
い
く
。

Q 

定
員
が
満
杯
状
態
の
と
こ
ろ
が
多
い

と
聞
く
が
。

A	

定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
定
員
を
増
や

人も歩まず、荒れた林道

改善が望まれるコミバスの運行

人
口
減
少
と
高
齢
化

子
育
て
世
代
対
応

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
のルー

ト
は

※このコーナーの掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

齊
さい

藤
とう

和
かず

人
と

 議員

す
計
画
で
い
る
が
、
同
時
に
指
導
員

の
確
保
が
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
ま

た
、
今
後
は
民
間
業
者
の
参
入
も

図
っ
て
い
き
た
い
。

Q 

指
導
員
に
な
る
た
め
の
条
件
は
。

A	

資
格
・
選
考
規
定
は
無
い
が
、
子
ど

も
が
好
き
で
あ
れ
ば
基
本
的
に
は
誰

で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
放
課
後

児
童
指
導
員
に
は
採
用
後
、
県
が
主

催
す
る
研
修
会
を
受
講
し
て
も
ら
い
、

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

大
おお

村
むら

泰
やす

史
じ

 議員

山
林
の
荒
廃
を
心
配
す
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
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ピカピカのランドセルは一年生のシンボル

就
学
援
助
の
ラ
ン
ド
セ
ル
代

入
学
前
に
！

大
おお

関
ぜき

衣
きぬ

世
よ

 議員

Q 

本
年
３
月
31
日
付
で
文
科
省
は
要
保

護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金
要
綱
を
、

新
入
学
学
用
品
単
価
を
倍
額
に
し
、

就
学
予
定
者
も
対
象
者
に
加
え
る
改

定
を
し
た
。
要
綱
は
、
あ
く
ま
で
も

要
保
護
児
童
生
徒
が
対
象
だ
が
、
人

数
の
多
い
準
要
保
護
児
童
生
徒
へ
の

援
助
も
大
切
と
考
え
る
。
島
田
市
の

現
状
は
ど
う
か
。

A	

準
要
保
護
児
童
生
徒
へ
の
援
助
は
、

市
の
単
独
予
算
で
実
施
し
て
い
る
。

現
在
は
６
月
初
旬
に
支
給
さ
れ
て
い

る
。

Q 

ラ
ン
ド
セ
ル
等
の
入
学
準
備
品
は
入

学
前
に
購
入
す
る
た
め
、
支
給
は
入

学
前
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

A	

就
学
前
に
支
給
す
る
こ
と
を
前
向
き

に
検
討
す
る
。

Q 

国
は
入
学
用
学
用
品
費
単
価
を
倍
に

増
額
し
た
が
、
市
は
増
額
を
考
え
て

い
る
か
。

A	

国
に
合
わ
せ
、
倍
額
に
し
て
い
く
。

18
歳
以
上
の
障
が
い
者
支
援

Q 

18
歳
以
上
の
障
が
い
者
支
援
は
ど
う
か
。

A	

通
所
施
設
は
８
カ
所
。
重
度
障
が
い

者
が
通
所
し
て
い
る
施
設
は
そ
の
内

５
カ
所
。
市
外
の
施
設
に
通
所
し
て

い
る
方
は
６
人
で
あ
る
。

Q 
今
後
の
支
援
計
画
は
ど
う
か
。

A	
支
援
学
校
卒
業
後
の
通
所
施
設
が
、

今
後
不
足
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

受
入
体
制
の
充
実
の
た
め
、
調
査
研

究
し
、保
護
者･
支
援
者
の
方
と
共
に

施
設
整
備
の
実
現
に
向
け
、
努
力
し

て
い
き
た
い
。

消防ポンプ自動車を市外の業者に発注すること
に反対する。ポンプと車体の一括発注では、市内
のモータースは適正な見積もりをポンプ会社や
ディーラーからもらえないことは既に判ってい
るのではないか。以前は分離して発注していた
が、価格・メンテナンスの上でも問題はなかっ
た。危機管理部だけの事業と考えるのではなく、
市の発注事業が、経済発展や雇用、定住促進な
ど多方面に影響があることを考慮すべきだ。郷
土愛に燃え、崇

すう

高
こう

な思いで任務にあたる団員や
市民のことを思うと到底賛成できない。

反 

対 ザッ討論
賛成？反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、
賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　６月定例会では、１議案について反対意見の表明
がありました。

○＝賛成
×＝反対

氏　
　
名

大
村　
泰
史

河
村　
晴
夫

齊
藤　
和
人

横
山　
香
理

伊
藤　
　
孝

森　
　
伸
一

山
本　
孝
夫

藤
本　
善
男

八
木　
伸
雄

清
水　
唯
史

村
田
千
鶴
子

曽
根　
嘉
明

平
松　
吉
祝

大
関　
衣
世

横
田
川
真
人

杉
野　
直
樹

桜
井　
洋
子

佐
野　
義
晴

大
石　
節
雄

会派名 きょうどう島田 創造島田 さきがけ島田 無会派

【議案第49号】
　財産の取得について
　（消防ポンプ自動車）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（福田正男）は採決には加わりません。（並び順は会派ごとの議席順）　　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた１議案の結果を掲載しています

【議案第49号】財産の取得について（消防ポンプ自動車）
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フレッシュな感覚で『再発見！』　新人議員研修会
　去る５月29日から６月２日まで新人議員５人の研修があり、議会基本条例や会議規則など議会の概要や
運営について、議会事務局から説明を受けました。併せて島田市内の施設を視察し、それぞれの感想を取り
まとめました。市民の代表としてフレッシュな感覚で活動していきますので温かく見守ってください。　
　　　　　

　川根図書館は、川根小学校と併設しています。それ
を利用して学校の図書室としても使われています。住
民は玄関から、児童は学校側から入れるようになって
います。実にうまく工夫されています。住民と児童の
交流ができ、地域全体がお互いに顔見知りの関係を築
きやすくできています。図書館側からは住民が自由に
学校側へは入れないようになっていて、子どもたちの
安全は確保されています。室内も明るく落ちついた環
境です。川根地区にとって重要な施設だと感じました。

　島田消防署は平成28年４月から静岡地域広域消防
の運用開始となり広域化の利点を生かし総合情報シス
テムの整備による体制強化が図られたとの説明を受け
ました。新たに配置された屈折はしご車に搭乗し性能
を体感しました。実際に火災等での出動がないことを
願うばかりです。

　川根温泉から湧出しているメタンガスを利用して発
電設備を作り、ホテルの電力の６割を賄い、発電で発
生する熱を ｢川根温泉ふれあいの泉」のボイラに供給
し燃料代を大幅に削減してます。これは、CO2の削減
にもつながります。この設備は全国でも希少で、先進
事例として、誘客効果も期待できると感じました。Ｓ
Ｌを眺めながらの入浴、爽やかな川辺の温泉施設とし
て人気のスポットになると思いました。

　何回か粗大ごみを処理に来たことはありましたが施
設の中の見学は初めてです。稼働して10年が経ってい
ることにビックリ。近隣市の人達からは、『島田はゴミ
の分別が無くていいね』とよく聞きますが、「直接溶解
炉」の凄さが光ります。そして、環境対策は万全、溶
融物は再資源化し、埋め立て処分量を極小化。最後に
焼却余熱を有効利用する設備と聞いて感心するばかり
です。後20年稼働させるとのことで大事に稼働させ長
持ちできればと感じました。

　今回の新人研修において三カ所の公民館を視察しま
した。それぞれ良い特徴が見られます。ロクティは小学
校と併設しているため、より地域と子どもたちとのコ	
ミュニテイが深まります。初倉くららは子どもたちが
遊べる広場、デイサービス生き生きサロンが入り楽し
く活動されています。金谷みんくるは日差しが燦々と
差し込み開放的でした。各公民館が地域の活動拠点場
所として、島田市を盛り上げる場に皆さんでしていき
ましょう。

川根図書館

島田消防署

川根温泉ホテルとメタンガス発電

田代環境プラザ

ロクティ・くらら・みんくる

報告者：齊藤和人

報告者：大村泰史

報告者：大関衣世

報告者：河村晴夫

報告者：横山香理
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平成28年度　政務活動費使用報告
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議員に支給される経費のことで、各地方議会により金額や交付
要件が定められています。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還、超過額は自己負担
としています。

市民からの市政や議員の活動に対
する意見・要望の徴収に要する経費

D広聴費
政務活動のために必要な資料の作
成に要する経費

E資料作成費

市の事業や財政などに関する調査
研究などに要する経費

A調査研究費
他団体が開催する研修会への参加
に要する経費

B研修費
議員の活動や市政について市民へ
報告などをするために要する経費

C広報費

政務活動のために必要な図書や資
料を購入する経費

F資料購入費

議　員　名 交付額
支出内訳

支出合計 自己負担額 返還額A
調査研究費

B
研修費

C
広報費

D
広聴費

E
資料作成費

F
資料購入費 その他の経費

青山　真虎 200,000 31,320 1,728 33,453 66,501 0 133,499

伊藤　　孝 200,000 174,028 15,924 189,952 0 10,048

大石　節雄 200,000 164,818 164,818 0 35,182

紅林　　貢 200,000 93,908 98,095 192,003 0 7,997

桜井　洋子 200,000 77,968 72,920 11,050 161,938 0 38,062

佐野　義晴 200,000 160,818 9,320 24,447 194,585 0 5,415

清水　唯史 200,000 83,358 149,700 12,960 246,018 46,018 0

杉野　直樹 200,000 164,818 164,818 0 35,182

曽根　嘉明 200,000 180,518 15,000 195,518 0 4,482

仲田　裕子 200,000 155,860 15,940 2,570 17,569 191,939 0 8,061

平松　吉祝 200,000 192,518 15,000 10,000 217,518 17,518 0

福田　正男 200,000 77,968 134,280 212,248 12,248 0

藤本　善男 200,000 43,520 167,140 12,312 222,972 22,972 0

村田千鶴子 200,000 192,518 15,000 10,610 8,444 226,572 26,572 0

森　　伸一 200,000 77,968 293,420 371,388 171,388 0

八木　伸雄 200,000 121,488 41,580 2,570 35,850 201,488 1,488 0

山本　孝夫 200,000 77,968 172,300 250,268 50,268 0

横田川真人 200,000 160,818 160,818 0 39,182

合　　　計 3,600,000 2,200,860 1,060,020 72,900 0 0 202,266 95,316 3,631,362 348,472 317,110

※政務活動費収支報告書は、ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧することができます。

（単位：円）

報告します！



～議員・議会の権限とは？～
全議員研修会　講師：廣瀬 和彦（地方議会総合研究所所長）
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議会だより編集に関する特別委員会
【委 員 長】　桜井　洋子
【副委員長】　伊藤　　孝
【委　　員】　大関　衣世　　河村　晴夫
　　　　　　齊藤　和人　　大石　節雄

　平成29年６月定例会は、改選後初めての議会です。
一般質問では、選挙公約の実現を目指し、18人がそ
れぞれのテーマで市政を質しました。このたび、「議
会だより編集に関する特別委員会」は、新人議員３
人を含む新たな体制でスタートしました。議会の様
子を「読みやすく、わかりやすく、親しみやすく」
お伝えし、議会を身近なものにしていただけるよう、
編集・発行にがんばります。引き続きのご愛読をよ
ろしくお願いいたします。

編 集 後 記

　新人議員５人を含め、全議員参加の
研修会が行われました。講師は廣瀬和
彦氏です。氏の豊富な資料と全国の地
方議会で問題になった事例も取り上げ
ながらの話に、改めて議員・議会の果
たす役割についての研修ができました。
　島田市議会はこれまで議会改革に取
り組んできましたが、議長選挙の方法、
議決事項について、行政執行に対する
議会の監視権などについても学ぶこと
ができました。
　いよいよ議員活動のスタートです。

5/31
（水）

議会活動レポート

９月市議会定例会傍聴のお知らせ

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！

☆開会時間は…
　本会議　9：30　　常任委員会　9：30	
あなたのパソコン・スマホ等で、オンラインでも傍聴できます。
　水色のラインで示された日には、インターネットでの生中継を行い
ます。

傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）へ
お越しください。
日 月 火 水 木 金 土
8/27 28 29 30 31 9/1 2

本会議
（初日）

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑）

常任委員会
（厚生教育）

17 18 19 20 21 22 23

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（総務生活）

24 25 26 27 28 29 30

本会議
（最終日）


